






 

様式第２号 

 





 

 

 

適 合 証 交 付 請 求 書 

年  月  日   

   山形県知事 殿 

請求者 住 所              

氏 名          ○印    

〔

法人にあっては、主たる事務所の

所在地、名称及び代表者の氏名
〕

   

  山形県みんなにやさしいまちづくり条例第17条第１項の規定により、次のとおり適合証の

交付を請求します。 

施 設の 名称  

施設の所在地  

主 要 用 途  

規 模 用途（敷地）

面 積 
平方メ 
ートル 

延べ床面積（建築物

に限る。） 
平方メ 
ートル 

住 所  連 絡 先 

氏 名  電話番号  

 （注）山形県みんなにやさしいまちづくり条例施行規則第５条第１項に規定する書類を添付

すること。 



様式第３号（その１） 

特定生活関連施設新築等（変更）届出書 

 

平成  年  月  日  

 山形県知事 殿 

 

届出者 住 所                  

 

氏 名              ○印    

〔

法人にあっては、主たる事務所の

所在地、名称及び代表者の氏名
〕

   

 山形県みんなにやさしいまちづくり条例第18条第１項（第２項）の規定により、次の特定生活関

連施設（建築物）の新築等（変更）について届け出ます。 

施設の名称  

施設の所在地  

主要用途  

工事の種別 新築・増築・改築・大規模の修繕・大規模の模様替・用途変更 

構造・階数       造・地上   階  地下   階 

敷地面積     平方メートル 

 新築等の部分 その他の部分 合計 

延べ床面積 ㎡ ㎡ ㎡ 

 ㎡ ㎡ ㎡ 

 ㎡ ㎡ ㎡ 

 ㎡ ㎡ ㎡ 

 ㎡ ㎡ ㎡ 

内

 
 
 

 

訳 

 ㎡ ㎡ ㎡ 

規  模 

戸（室）数      戸（室） 

工事着手予定 
年 月 日 平成  年  月  日 工事完了予定 

年 月 日 平成  年  月  日 

住 所 〒 
連 絡 先 

氏 名  電話番号  

 （注）１ 山形県みんなにやさしいまちづくり条例施行規則第６条又は第７条に規定する書類を

添付すること。 

    ２ 「工事の種別」の欄は、該当するものを○で囲むこと。 

    ３ 「規模」の欄の「内訳」は、複合施設に係る届出の場合に用途別に記入すること。 

    ４ 「規模」の欄の「戸（室）数」は、主要用途が共同住宅又は寄宿舎である場合に記入

すること。 



様式第３号（その２） 

 

特定生活関連施設新築等（変更）届出書 

平成  年  月  日  

 山形県知事 殿 

届出者 住 所                  

 

氏 名              ○印    

〔

法人にあっては、主たる事務所の

所在地、名称及び代表者の氏名
〕

   

 山形県みんなにやさしいまちづくり条例第18条第１項（第２項）の規定により、次の特定生活関

連施設（建築物以外のもの）の新築等（変更）について届け出ます。 

施設の名称  

施設の所在地  

区   分 公共交通機関の施設・道路・公園等・駐車施設 

工事の種別 新設・改修・用途変更 

規   模  

工事着手予定 
年 月 日 平成  年  月  日 工事完了予定 

年 月 日 平成  年  月  日 

住 所 〒 
 

連 絡 先 

氏 名  電話番号  

 （注）１ 山形県みんなにやさしいまちづくり条例施行規則第６条又は第７条に規定する書類を

添付すること。 

    ２ 「区分」及び「工事の種別」の欄は、該当するものを○で囲むこと。 

    ３ 「規模」の欄は、道路にあっては延長距離を、その他のものにあっては用途面積を記

入すること。 
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整備基準適合表整備基準適合表整備基準適合表整備基準適合表（（（（建築物建築物建築物建築物））））    

年  月  日作成 

施設の名称  主要用途        

施設の所在地     

記入者の氏名  電話番号  

 

（注）太枠の中を記入してください 

整 備 項 目 整 備 基 準 設 計 内 容 適合状況 

イ 幅は内法 80 センチメートル以上 

 

内法幅        ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 適・否 

ロ 戸は、自動開閉又は車いす使用者が円

滑に開閉し通過できる構造 

開閉方式 適・否 

ハ 車いす使用者が通過する際に支障とな

る段を設けない 

段差の有無      有・無 

最大段差       ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

適・否 

(1) 直接地上へ通ず 

る出入口及び駐車 

場へ通ずる出入口 

（それぞれ 1以上） 

ニ 直接地上へ通ずる出入口には、ひさし、

車寄せ上屋等を設置 

ひさし等の有無    有・無 適・否 

イ 幅は内法 80 センチメートル以上 内法幅        ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

適・否 

ロ 戸は、自動開閉又は車いす使用者が円

滑に開閉し通過できる構造 

開閉方式 適・否 

１

 

出

 

入

 

口

 

(2) 不特定多数の者 

が利用する各室の 

出入口 

（それぞれ 1以上） 

ハ 車いす使用者が通過する際に支障とな

る段を設けない 

段差の有無      有・無 

最大段差       ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

適・否 

イ 粗面又は滑りにくい材料の表面仕上げ 仕上材 適・否 (1) 廊下等 

ロ 段を設ける場合は下記の構造 

 (ｲ) 手すりの設置 

 (ﾛ) 回り段を設けない。 

 (ﾊ) 粗面又は滑りにくい材料の表面仕上

げ 

 (ﾆ) 識別しやすい色とし、かつ、つまず

きにくい構造 

 (ﾎ) 上端に近接する廊下等及び踊場に注

意喚起用床材を敷設 

段の有無       有・無 

手すりの有無     有・無 

回り段の有無     有・無 

仕上材        有・無 

 

色の区分       有・無 

 

(平面図に敷設位置を記入) 

 

適・否 

イ 幅は内法 120 センチメートル以上 内法幅        ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

適・否 

ロ 廊下等の末端及び区間 50 メートル以

内ごとに車いす転回スペースの確保 

転回等の間隔    ﾒｰﾄﾙごと 適・否 

ハ 高低差がある場合は下記構造の傾斜路

及び踊場又は車いす使用者用特殊構造

昇降機を設置 

 (ｲ) 幅は内法 120 センチメートル以上

(段併設の場合は 90 センチメートル以

上) 

 (ﾛ) 勾配は 12 分の 1以下（傾斜路の高さ

16センチメートル以下は8分の1以下） 

 (ﾊ) 高さ 75 センチメートル以内ごとに

踏幅 150 センチメートル以上の踊場設

置 

 (ﾆ) 手すりの設置 

 (ﾎ) 粗面又は滑りにくい材料の表面仕上

げ 

 (ﾍ) 傾斜路の色は、踊場、傾斜路に接す

る廊下等と識別しやすいもの 

 (ﾄ) 傾斜路上端に近接する廊下等及び踊

場に注意喚起用床材を敷設 

高低差の有無     有・無 

段差解消の種別 

 

内法幅        有・無 

 

勾配 

 

高さ       ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙごと 

踊場の踏幅      ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

手すりの有無     有・無 

仕上材 

 

色の区分 

 

(平面図に敷設位置を記入) 

適・否 

２

 

廊

 

下

 

等

 

(2) １の(1)に定める 

各出入口から１の 

(2)に定める出入口 

に至る経路の廊下等 

（それぞれ 1以上） 

ニ １に定める出入口、４に定めるエレベ

ーター及び車いす使用者用特殊構造昇

降機の出入口に接する部分を水平に 

 適・否 
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整 備 項 目 整 備 基 準 設 計 内 容 適合状況 

 (3) 直接地上へ通ず 

 る出入口から受付 

 等までの廊下等 

イ 視覚障害者を誘導する床材の敷設又は

音声誘導装置などの設置 

・誘導用床材 

・音声誘導装置 

・その他の措置 

適・否 

イ 手すりの設置 

 

手すりの有無     有・無 適・否 

ロ 主たる階段には回り段を設けない 

 

回り段の有無     有・無 適・否 

ハ 粗面又は滑りにくい材料の表面仕上げ 仕上材 適・否 

ニ 識別しやすい色とし、かつ、つまずき

にくい構造 

色の区分       有・無 適・否 

３ 階段（踊場を含む） 

ホ 上端に近接する廊下等及び踊場に注意

喚起用床材を敷設 

(平面図に敷設位置を記入) 適・否 

４ 昇降機 イ 直接地上へ通ずる出入口がない階を有 

する、床面積の合計が 2,000 平方メート

ル以上の施設には、下記構造のエレベー

ターを設置 

 (ｲ) かごの床面積は 1.83 平方メートル

以上 

 (ﾛ) かごの奥行きは内法 135 センチメー

トル以上 

 (ﾊ) かごの平面形状は車いすの転回に支

障のないもの 

 (ﾆ) かご内に停止予定階及び現在位置を

表示する装置を設置 

 (ﾎ) かご内に到着階及び戸の閉鎖を音声

で知らせる装置を設置 

 (ﾍ) かご及び昇降路の出入口の幅は内法

80 センチメートル以上 

 (ﾄ) かご内及び乗降ロビーには車いす使

用者が利用しやすい位置に制御装置を

設置 

 (ﾁ) かご内及び乗降ロビーの制御装置

（(ﾄ)に規定する制御装置は除く）は、

視覚障害者が円滑に操作できる構造 

 (ﾘ) 乗降ロビーの幅及び奥行き内法 150

センチメートル以上 

 (ﾇ) 乗降ロビーに到着するかごの昇降方

向を音声で知らせる装置又はかご内に

戸が開いたとき昇降方向を音声で知ら

せる装置を設置 

エレベーターの有無  有・無 

 

 

 

かごの床面積   平方ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

奥行き寸法      ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

 

 

装置の有無      有・無 

 

装置の有無      有・無 

 

内法幅        ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

制御装置の有無    有・無 

 

 

 

 

 

幅          ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

奥行き        ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

装置の有無      有・無 

適・否 

イ 下記構造の車いす使用者用便所を 1 以

上設置(男女の区別がある場合は、それ

ぞれ 1以上) 

 (ｲ) 十分な床面積を確保し、かつ、腰掛

便座、手すり等を適切に配置 

 (ﾛ) 車いす使用者用便房の出入口の幅は 

内法 80 センチメートル以上 

 (ﾊ) 車いす使用者用便房の出入口の戸

は、車いす使用者が円滑に開閉し通過

できる構造 

車いす使用者用便所   か所 

 

 

 

 

内法幅        ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

開閉方式 

適・否 ５ 便所 

ロ 男子用小便器を設ける場合は、手すり

付きの床置式小便器を 1以上設置 

設置数         か所 適・否 

６ 駐車場 イ 下記構造の車いす使用者用駐車施設を

設置 

 (ｲ) １に定める駐車場に通ずる出入口か 

らの距離ができるだけ短くなる位置に 

設置 

全駐車台数       台分 

車いす使用者用     台分 

(配置図に位置及び経路を記入) 

適・否 
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整 備 項 目 整 備 基 準 設 計 内 容 適合状況 

 (ﾛ) 幅 350 センチメートル以上 

 (ﾊ) 車いす使用者用駐車施設である旨の

表示 

幅          ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

表示の有無      有・無 

 

 

ロ 駐車施設の出入口から車いす使用者用

駐車施設に至る駐車場内の通路は、７に

定める敷地内の通路の(1)から(3)まで

に定める構造 

 適・否 

イ 粗面又は滑りにくい材料の表面仕上げ 

 

仕上材 適・否 (1) 敷地内の通路 

 

ロ 融雪装置の設置（他の方法により除雪、

排雪又は融雪の措置を講ずる場合は、こ

の限りではない。） 

・融雪装置の設置 

・その他の措置 

適・否 

イ 手すりの設置 

 

手すりの有無     有・無 適・否 

ロ 回り段を設けない。 

 

回り段の有無     有・無 適・否 

ハ 粗面又は滑りにくい材料の表面仕上げ 

 

仕上材 適・否 

(2) 敷地内の通路に 

 段を設ける場合 

ニ 識別しやすい色とし、かつ、つまずき

にくい構造 

色の区分       有・無 適・否 

イ 幅は 120 センチメートル以上 

 

幅          ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 適・否 (3) 直接地上に通ず 

 る各出入口から道 

 等又は車いす使用 

 者用駐車施設に至 

 る通路 

（それぞれ 1以上） 

ロ 高低差がある場合は下記構造の傾斜路

及び踊場又は車いす使用者用特殊構造

昇降機を設置 

 (ｲ) 幅は内法 120 センチメートル以上

（段併設の場合は 90 センチメートル

以上） 

 (ﾛ) 勾配は 12 分の 1 以下(傾斜路の高さ

16 センチメートル以下は 8 分の 1 以

下) 

 (ﾊ) 高さ 75 センチメートル以内ごとに

踏幅 150センチメートル以上の踊場設

置 

 (ﾆ) 手すりの設置 

 (ﾎ) 粗面又は滑りにくい材料の表面仕上

げ 

 (ﾍ) 傾斜路の色は、踊場、傾斜路に接す

る道路等と識別しやすいもの 

高低差の有無     有・無 

段差解消の種別 

 

内法幅        ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

勾配 

 

高さ       ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙごと 

踊場の踏幅      ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

手すりの有無     有・無 

仕上材 

 

色の区分       有・無 

適・否 

イ 誘導用床材の敷設又は音声による視覚

障害者誘導装置などの設置 

・誘導用床材 

・音声誘導装置 

・その他の措置 

適・否 

７

 

敷

 

地

 

内

 

の

 

通

 

路

 

(4) 直接地上に通ず 

 る各出入口から道 

 等に至る通路 

(それぞれ 1以上) 

ロ 車路に接する部分、車路を横断する部

分、傾斜路及び段の上端に近接する通

路、踊場部分に注意喚起用床材を敷設 

(配置図に敷設位置を記入) 適・否 

(1) 車いす使用者用 

 席 

イ 固定式の観覧席等を設ける場合は、下

記構造の車いす使用者用席を設置 

 (ｲ) 幅 90 センチメートル以上、奥行 120

センチメートル以上 

 (ﾊ) 床面は滑りにくい構造で仕上げ、か

つ水平とする 

 (ﾆ) 前方又は後方に車いす使用者が容易

に出入及び転回できる通路を設置 

車いす使用者用席     席 

 

幅          ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

奥行         ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

仕上材 

適・否 

イ 幅 120 センチメートル以上 幅          ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

適・否 (2) 車いす使用者用 

 に至る通路 

（1以上） 

ロ 高低差がある場合は、２の(2)のハの

(ｲ)から(ﾎ)までに定める傾斜路及び踊

場を設置 

 適・否 

８

 

観

 

覧

 

席

 

又

 

は

 

客

 

席

 

(3) 難聴者用席の設 

 置 

イ 難聴者の聴力を補うための装置を設置 難聴者用席        席 

 

適・否 
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整 備 項 目 整 備 基 準 設 計 内 容 適合状況 

イ 脱衣所及び洗い場の出入口の幅は、内

法 80 センチメートル以上 

内法幅        ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 適・否 

ロ 脱衣所及び洗い場の出入口には段を設

けない 

 適・否 

ハ 洗い場及び浴槽には、手すりや腰掛台

等を適切に配置 

(平面図に位置を記入) 適・否 

ニ 容易に操作できる水栓器具の設置 

 

 適・否 

９ 浴室 

 (男女の区分がある場合 

  はそれぞれ 1以上) 

 

ホ 床面及び浴槽の底は、ぬれても滑りに

くい材料で仕上げ 

仕上材 適・否 

イ 手すりや腰掛台等を適切に配置 

 

(平面図に位置を記入) 適・否 

ロ 容易に操作できる水栓器具の設置 

 

 適・否 

10 更衣室、シャワー室 

 及び洗面所 

 (男女の区分がある場合 

  はそれぞれ１以上) 

ハ 床面は、ぬれても滑りにくい材料で仕

上げ 

仕上材 適・否 

11 客室 イ 宿泊施設には下記構造の客室を１以上

設置 

 (ｲ) 車いす使用者が円滑に利用できるよ

う十分な床面積を確保し、かつ、手す

りを適切に設置 

 (ﾛ) ５のイに定める基準に適合する便所

の設置(客室の外に当該便所がある場

合はこの限りでない。) 

 (ﾊ) ９に定める基準に適合する浴室の設

置（客室の外に当該浴室がある場合は

この限りでない。） 

車いす使用者に配慮した客室 

             室 

適・否 

12 受付カウンター及び 

 記載台(１以上) 

イ 車いす使用者が円滑に利用できる高さ

とし、下部に十分な空間を確保 

高さ         ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 適・否 

イ 車いす使用者が円滑に利用できる高さ

とし、下部に十分な空間を確保 

高さ         ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 適・否 13 公衆電話機設備 

 (１以上) 

ロ 難聴者及び視覚障害者の利用に対応し

た公衆電話機を設置 

難聴者対応        台 

視覚障害者対応      台 

適・否 

イ 車いす使用者が円滑に利用できる高さ 

 

高さ         ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 適・否 

ロ 視覚障害者の利用に配慮した表示 

 

表示の有無      有・無 適・否 

14 券売機 

 (１以上) 

ハ 直接地上へ通ずる出入口からロに定め

る券売機までの通路及び当該券売機か

ら改札口に至る通路に誘導用床材を敷設 

(平面図に敷設位置を記入) 適・否 

イ 幅は内法 80 センチメートル以上 

 

内法幅        ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 適・否 15 改札口 

 (１以上) 

ロ 車いす使用者が通過する際に支障とな

る段を設けない 

段の有無       有・無 

最大の段差      ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

適・否 

16 休憩所 イ 休憩用の設備を適切な位置に設置 

(公衆便所、学校等、共同住宅等以外) 

休憩所の有無     有・無 適・否 

17 授乳およびおむつ替 

 えの場所 

イ 3,000 平方メートル以上の医療施設及

び物品販売業を営む店舗、1日当たりの

平均乗降客数が 5,000 人以上の停車場

等並びに保健所等には、授乳及びおむつ

替えができる場所を設置 

授乳所の有無     有・無 

おむつ替えの場所   有・無 

適・否 

イ 案内表示を設置する場合は、高齢者や

障害者が円滑に利用できるよう設置場

所及び表示方法等を配慮 

案内表示の有無    有・無 適・否 18 案内表示及び非常警 

 報装置 

ロ 非常警報装置を設置する場合は、光、

音その他の方法により、視覚障害者及び

聴覚障害者に非常事態を知らせること

ができるものを設置 

非常警報装置の有無  有・無 適・否 
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整備基準適合表整備基準適合表整備基準適合表整備基準適合表（（（（公共交通機関公共交通機関公共交通機関公共交通機関のののの施設施設施設施設））））    

年  月  日作成 

施設の名称  主要用途  

施設の所在地  

記入者の氏名  電話番号  

 

（注）太枠の中を記入してください 

整備項目 整 備 基 準 設 計 内 容 適合状況 

(1) 幅は内法 80 センチメートル以上 

 

内法幅           ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 適・否 １ 改札口 

 (1 以上) 

(2) 車いす使用者が通過する際に支障となる

段を設けない 

段差の有無         有・無 

最大段差          ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

適・否 

(1) 粗面又は滑りにくい材料の表面仕上げ 仕上材 

 

適・否 

(2) 段を設ける場合は下記の構造 

 イ 手すりの設置 

 ロ 回り段を設けない 

 ハ 粗面又は滑りにくい材料の表面仕上げ 

 ニ 識別しやすい色とし、かつ、つまずきに

くい構造 

 ホ 上端に近接する通路等及び踊場に注意

喚起用床材を敷設 

段の有無          有・無 

手すりの有無        有・無 

回り段の有無        有・無 

仕上材 

色の区分 

 

(平面図に敷設位置を記入) 

適・否 

(3) 改札口から乗降場までの通路に高低差が

ある場合は、下記構造の傾斜路及び踊場又は

車いす使用者用特殊構造昇降機を設置 

 イ 幅は内法 120 センチメートル以上(段併

設の場合は 90 ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ以上) 

 ロ 勾配は 12 分の 1以下(傾斜路の高さ 16

センチメートル以下は 8分の１) 

 ハ 高さ 75 センチメートル以内ごとに、踏

幅 150 センチメートル以上の踊場を設置 

 ニ 手すりの設置 

 ホ 粗面又は滑りにくい材料の表面仕上げ 

 ヘ 傾斜路の色は、踊場、傾斜路に接する通

路等と識別しやすいもの 

 ト 傾斜路上端に近接する通路等及び踊場

に注意喚起用床材を敷設 

高低差の有無        有・無 

段差解消の種別 

 

内法幅           ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

勾配 

 

高さ          ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙごと 

  

手すりの有無        有・無 

仕上材 

色の区分          有・無 

 

(平面図に敷設位置を記入) 

適・否 

２ 通路等 

(4) 改札口から各乗降場に至る道路等のうち 1

以上に誘導用床材を敷設 

(平面図に敷設位置を記入) 適・否 

３ 昇降機 (1) 改札口から乗降場に至る経路に 5メートル

以上の高低差がある、1日当たりの平均乗降

客 5,000 人以上の停車場等については、下記

構造のエレベーターを設置 

 イ かごの床面積は 1.83 平方メートル以上 

 ロ かごの奥行きは内法 135センチメートル

以上 

 ハ かごの平面形状は車いすの転回に支障

のないもの 

 ニ かご内に停止予定階及び現在位置を表

示する装置を設置 

 ホ かご内に到着階及び戸の閉鎖を音声で

知らせる装置を設置 

 ヘ かご及び昇降路の出入口の幅は内法 80

センチメートル以上 

 ト かご内及び乗降ロビーには車いす使用

者が利用しやすい位置に制御装置を設置 

 チ かご内及び乗降ロビーの制御装置（トに

規定する制御装置は除く）は視覚障害者が

円滑に操作できる構造 

エレベーター           台 

 

 

 

かごの床面積        平方ﾒｰﾄﾙ 

奥行き寸法         ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

 

 

装置の有無         有・無 

 

装置の有無         有・無 

 

内法幅           ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

制御装置の有無       有・無 

 

 

適・否 
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整備項目 整 備 基 準 設 計 内 容 適合状況 

 リ 乗降ロビーの幅及び奥行き内法 150センチ

メートル以上 

ヌ 乗降ロビーに到着するかごの昇降方向を

音声で知らせる装置又はかご内に戸が開いた

とき昇降方向を音声で知らせる装置を設置 

幅             ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

奥行き           ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

装置の有無         有・無 

 

(1) 粗面又は滑りにくい材料の表面仕上げ 

 

仕上材 適・否 

(2) 両端に落下防止柵を設置 

 

(平面図に敷設位置を記入) 適・否 

４ 乗降場 

(3) 縁端に近接する部分に注意喚起用床材を

敷設 

(平面図に敷設位置を記入) 適・否 

(1) 下記構造の車いす使用者用便所を 1以上設

置(男女の区別がある場合はそれぞれ 1以上) 

 イ 十分な床面積を確保し、かつ、腰掛便座、

手すり等を適切に配置 

 ロ 車いす使用者便房の出入口の幅は内法

80 センチメートル以上 

 ハ 車いす使用者用便房の出入口の戸は、車

いす使用者が円滑に開閉し通過できる構

造 

車いす使用者用便所       か所 

 

 

 

内法幅           ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

開閉方式  

適・否 ５ 便所 

(2) 男子用小便器を設ける場合は、手すり付き

の床置き式小便器を 1以上設置 

設置数             か所 適・否 

(1) 案内表示を設置する場合は、高齢者や障害

者が円滑に利用できるよう設置場所及び表示

方法などを配慮 

案内表示の有無       有・無 適・否 ６ 案内表示及

び非常警報装

置 

(2) 非常警報装置を設置する場合は、光、音そ

の他の方法により、視覚障害者及び聴覚障害

者に非常事態を知らせることができるものを

設置 

非常警報装置の有無     有・無 適・否 

 



    

整備基準適合表整備基準適合表整備基準適合表整備基準適合表（（（（道路道路道路道路））））    

年  月  日作成 

施設の名称  総延長距離          メートル 

施設の所在地  

記入者の氏名  電話番号  

 

（注）太枠の中を記入してください 

整備項目 整 備 基 準 設 計 内 容 適合状況 

(1) 幅は 2メートル(自転車歩行者道は 3メ

ートル)以上 

幅              ﾒｰﾄﾙ 適・否 

(2) 路面は、粗面又は滑りにくい材料で仕上

げ、かつ平坦 

仕上材 適・否 

(3) 排水溝を設ける場合は、車いす使用者の

通行に支障のない構造の溝ぶたを設置 

 適・否 

(4) 横断歩道及び歩道等の巻込部における

歩道等と車道とのすりつけ等は、高齢者

障害者等の通行に支障のない構造 

すりつけ勾配        ﾊﾟｰｾﾝﾄ 適・否 

(5) 周辺の生活関連施設の設置状況に応じ

て、視覚障害者誘導用ブロック及び視覚

障害者注意喚起用ブロックを敷設 

(平面図に敷設位置を記入) 適・否 

１ 歩道及び自転

車歩行者道路 

(6) 周辺の生活関連施設の設置及び利用状

況に応じて、融雪装置を設置 

融雪装置の有無       有・無 適・否 

(1) 粗面又は滑りにくい材料の路面仕上げ 仕上材 適・否 

(2) 階段には回り段を設けない 回り段の有無        有・無 適・否 

(3) 階段、傾斜路及び踊場には、両側に手す

りを設置 

手すりの有無        有・無 適・否 

２ 立体横断施設

（横断歩道橋及

び地下横断歩道） 

(4) 周辺の生活関連施設の設置状況に応じ

て、視覚障害者誘導用ブロック及び視覚

障害者注意喚起用ブロックを敷設 

(平面図に敷設位置を記入) 適・否 
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整備基準適合表整備基準適合表整備基準適合表整備基準適合表（（（（公園等公園等公園等公園等））））    

年  月  日作成 

施設の名称  主要用途        

施設の所在地     

記入者の氏名  電話番号  

 

（注）太枠の中を記入してください 

整備項目 整 備 基 準 設 計 内 容 適合状況 

(1) 粗面又は滑りにくい材料の路面仕上げ 仕上材 

 

適・否 

(2) 幅は内法 120 センチメートル以上 

 

内法幅          ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 適・否 

(3) 車いす使用者が通過する際に支障となる

段を設けない。やむをえず、段を設ける場合

は、下記の構造にするとともに、(4)に定め

る構造の傾斜路及び踊場を設置 

 イ 手すりの設置 

 ロ 回り段を設けない 

 ハ 粗面又は滑りにくい材料の路面仕上げ 

 ニ 識別しやすい色とし、かつ、つまずきに

くい構造 

 ホ 上端に近接する通路等及び踊場に注意喚

起用床材を敷設 

段差の有無         有・無 

最大段差         ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

 

手すりの有無        有・無 

回り段の有無        有・無 

仕上材 

色の区分          有・無 

 

(平面図に敷設位置を記入) 

適・否 

(4) 傾斜路及び踊場の構造 

 イ 幅は、内法 120 センチメートル以上 

 ロ 勾配は、8.5 パーセント以下 

 ハ 勾配が 3 パーセント以上の場合は、区間

50 メートル以内ごとに踏幅 150 センチメ

ートル以上の踊場を設置 

 ニ 手すりの設置 

 ホ 粗面又は滑りにくい材料の路面仕上げ 

 ヘ 傾斜路の色は、踊場、傾斜路に接する通

路等と識別しやすいもの 

 ト 傾斜路上端に近接する通路等及び踊場に

注意喚起用ブロックを敷設 

 

内法幅          ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

勾配           ﾊﾟｰｾﾝﾄ 

高さ         ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙごと 

踊場の幅         ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

手すりの有無        有・無 

仕上材 

色の区分          有・無 

 

(平面図に敷設位置を記入) 

適・否 

１ 出入口 

(１以上) 

(5) 車止めのさくを設ける場合、車いす使用者

の通行に支障のない構造 

車止め柵の間隔      ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 適・否 

(1) 粗面又は滑りにくい材料の路面仕上げと

し、かつ平坦 

仕上材 適・否 ２ 園路 

（１に定める出

入口に通ずる主

たる園路） 

(2) 幅は 120 センチメートル以上 幅            ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 適・否 

(3) 勾配は 4パーセント（やむをえない場合は

8.5 パーセント以下） 

縦断勾配         ﾊﾟｰｾﾝﾄ 適・否 

(4) 勾配が 3パーセント以上の場合は、区間 50

メートル以内ごとに踏幅150センチメートル

以上の踊場を設置 

高さ         ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙごと 

踊場の幅         ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

適・否 

(5) 排水溝を設ける場合は、車いす使用者の運

行に支障のない構造の溝ぶたを設置 

 適・否 

 

(6) 段を設ける場合は、下記の構造にするとと

もに、(7)に定める構造の傾斜路及び踊場を

設置 

 イ 手すりの設置 

 ロ 回り段を設けない 

段の有無          有・無 

最大段差         ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

手すりの有無        有・無 

回り段の有無        有・無 

適・否 
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整備項目 整備基準 設計内容 適合状況 

 ハ 粗面又は滑りにくい材料の路面仕上げ 

 ニ 識別しやすい色とし、かつ、つまずきに

くい 構造 

 ホ 上端に近接する園路等及び踊場に注意喚

起用ブロックの敷設 

仕上材 

色の区分          有・無 

 

（平面図に敷設位置を記入） 

 

適・否 

(7) 傾斜路及び踊場の構造 

 イ 幅は、内法 120 センチメートル以上 

 ロ 勾配は、8.5 パーセント以下 

 ハ 勾配が 3 パーセント以上の場合は、区間

50 メートル以内ごとに踏幅 150 センチメ

ートル以上の踊場の設置 

 ニ 手すりの設置 

 ホ 粗面又は滑りにくい材料の路面仕上げ 

 ヘ 傾斜路の色は、踊場、傾斜路に接する園

路等と識別しやすいもの 

 ト 上端に近接する園路等及び踊場に注意喚

起用ブロックの敷設 

 

内法幅          ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

勾配           ﾊﾟｰｾﾝﾄ 

高さ         ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙごと 

踊場の幅         ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

 

手すりの有無        有・無 

仕上材 

色の区分          有・無 

 

（平面図に敷設位置を記入） 

適・否 

 

(8) 誘導用ブロックを適切に敷設 

 

（平面図に敷設位置を記入） 適・否 

(1) 下記構造の車いす使用者用便所を 1 以上 

設置（男女の区分がある場合は、それぞれ 1

以上） 

 イ 十分な床面積を確保し、かつ、腰掛便座、

手すり等を適切に配置 

 ロ 車いす使用者用便房の出入口の幅は内法

80 センチメートル以上 

 ハ 車いす使用者用便房の出入口の戸は、車

いす使用者が円滑に開閉し通過できる構

造 

車いす使用者用便所     か所 

 

 

 

 

内法幅          ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

開閉方式 

適・否 ３ 便所 

(2) 手すり付きの床置式小便器を１以上設置 

 

設置数            か所 適・否 

(1) 下記構造の車いす使用者用駐車施設を設 

置 

 イ 駐車場に通ずる出入口からの距離ができ

るだけ短くなる位置に設置 

 ロ 幅は 350 センチメートル以上 

 ハ 車いす使用者用駐車施設である旨の表示 

全駐車台数         台分 

車いす使用者用       台分 

（平面図に位置及び経路を記入） 

 

幅            ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

表示の方法 

適・否 ４ 駐車場 

(2) 出入口から車いす使用者用駐車施設まで

の通路は下記の構造 

 イ 粗面又は滑りにくい材料の表面仕上げ 

 ロ 融雪装置の設置（他の方法により除雪、

排雪又は融雪の措置を講ずる場合はこの

限りではない。） 

 ハ 通路に段を設ける場合は下記の構造 

  (ｲ) 手すりの設置 

  (ﾛ) 回り段を設けない 

  (ﾊ) 粗面又は滑りにくい材料の路面仕上げ 

  (ﾆ) 識別しやすい色とし、かつ、つまずき

にくい構造 

 ニ 幅は 120 センチメートル以上 

 ホ 高低差がある場合は、下記構造の傾斜路

及び踊場又は車いす使用者用特殊構造昇

降機を設置 

  (ｲ) 幅は内法 120 センチメートル以上（段

併設の場合は 90 センチメートル以上） 

  (ﾛ) 勾配は 12 分の 1以下（傾斜路の高さ 16

センチメートル以下は 8分の 1以下） 

 

 

仕上材 

融雪装置の有無       有・無 

 

 

段の有無          有・無 

手すりの有無        有・無 

回り段の有無        有・無 

仕上材  

色の区分          有・無 

 

幅            ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

高低差の有無        有・無 

段差解消の種別 

 

内法幅          ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

勾配 

適・否 
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整備項目 整備基準 設計内容 適合状況 

   (ﾊ) 高さ 75 センチメートル以内ごとに踏

幅 150 センチメートル以上の踊場の設置 

  (ﾆ) 手すりの設置 

  (ﾎ) 粗面又は滑りにくい材料の路面仕上げ 

  (ﾍ) 傾斜路の色は、踊場、傾斜路に接する

通路等と識別しやすいもの 

高さ        ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙごと 

踊場の踏幅       ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

手すりの有無       有・無 

仕上材 

色の区分         有・無 

 

(1) 案内表示を設置する場合は、高齢者や障害

者が円滑に利用できるよう設置場所及び表

示方法などを配慮 

 適・否 ５ 案内表示及

び非常警報装

置 

(2) 非常警報装置を設置する場合は、光、音そ

の他の方法により、視覚障害者及び聴覚障害

者に非常事態を知らせることができる警報

装置の設置 

 適・否 

６ ベンチ (1) 適切な位置に設置 

 

(平面図に位置を記入) 適・否 

７ 付帯設備 (1) 野外卓、水飲み器、自動販売機、公衆電話

設備、券売機その他の設備を設ける場合は、

高齢者、障害者等が円滑に利用できる構造 

 適・否 

 



 

整備基準適合表整備基準適合表整備基準適合表整備基準適合表（（（（駐車施設駐車施設駐車施設駐車施設））））    

年  月  日作成 

施設の名称  

施設の所在地  

記入者の氏名  電話番号  

 

（注）太枠の中を記入してください 

整備項目 整 備 基 準 設 計 内 容 適合状況 

１ 出入口 (1) 出入口（自動車のみの用に供するものを除

く。）のうち 1以上は下記の構造 

 イ 幅は内法 120 センチメートル以上 

 ロ 車いす使用者が通過する際に支障とな

る段を設けない 

 

 

内法幅          ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

段の有無         有・無 

適・否 

２ 車いす使用者

用駐車施設 

(1) 下記基準に適合する車いす使用者用駐車

施設の設置 

 イ 1に定める出入口からの距離ができるだ

け短くなる位置に設置 

 ロ 幅は 350 センチメートル以上 

 ハ 車いす使用者用駐車施設である旨の表

示 

全駐車台数         台分 

車いす使用者用       台分 

(平面図に位置及び経路を記入) 

 

幅            ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

表示の有無        有・無 

適・否 

(1) 粗面又は滑りにくい材料の表面仕上げ 

 

仕上材 適・否 

(2) 融雪装置の設置（他の方法により除雪、排

雪又は融雪の措置を講ずる場合はこの限り

でない。） 

融雪装置の有無      有・無 適・否 

(3) 段を設ける場合は、下記の構造 

 イ 手すりの設置 

 ロ 回り段を設けない 

 ハ 粗面又は滑りにくい材料の表面仕上げ 

 ニ 識別しやすい色とし、かつ、つまずきに

くい構造 

段の有無         有・無 

手すりの有無       有・無 

回り段の有無       有・無 

仕上材 

色の区分         有・無 

適・否 

３ 1 に定める出

入口から車い

す使用者用駐

車施設にいた

る通路 

(4) 幅は 120 センチメートル以上 

 

幅            ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 適・否 

 (5) 高低差がある場合は、下記構造の傾斜路及

び踊場又は車いす使用者用特殊構造昇降機

を設置 

 イ 幅は内法 120 センチメートル以上（段併

設の場合は 90 センチメートル以上） 

 ロ 勾配は 12 分の 1以下(傾斜路の高さ 16

センチメートル以下は 8分の 1以下) 

 ハ 高さ 75 センチメートル以内ごとに踏幅

150 センチメートル以上の踊場の設置 

 ニ 手すりの設置 

 ホ 粗面又は滑りにくい材料の表面仕上げ 

 ヘ 傾斜路の色は、踊場、傾斜路に接する通

路等と識別しやすいもの 

高低差の有無       有・無 

段差解消の種別 

 

内法幅          ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

 

勾配 

 

高さ         ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙごと 

踊場の踏幅        ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 

手すりの有無       有・無 

仕上材 

色の区分         有・無 

適・否 
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